



障害者はその中 27 万人と報告されている。文部科学省（2014）によれば、平成 24 年 3 月の知的
障害特別支援学校高等部の卒業生総数13,541名の中、一般就労者数は3,842名（28.4％）にとどま












































福井大学事務局障害者就労支援室（以下、就労支援室と略す）は、平成 22 年 4 月に開所し、2
名のキャンパス支援員を迎えて同年10月から実質的に活動を開始した。雇用人数は、附属特別支
援学校から毎年 2 名程度の卒業生を採用し、5 カ年で 10 名の採用を計画した。つまり就労支援室
の目的は大学における障害者雇用の促進であるとともに、附属特別支援学校卒業生にとっての現
場実習先および就労先の一つとしての意味合いも有していた（伊藤，2013）。
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Ａ 163（53） 67（5） 22（3） 48（23） 26（22） 74（45） 45.4％
Ｂ 73（38） 31（1） 6（1） 20（20） 16（16） 36（36） 49.3％
Ｃ 7（6） 1（0） 　 5（5） 1（1） 6（6） 85.7％
Ｄ※ 90（53） 38（5） 3（0） 8（7） 41（41） 49（48） 54.4％
Ｅ※ 66（51） 28（13） 19（19） 15（15） 4（4） 19（19） 28.8％
Ｆ※ 45（20） 21（4） 5（3） 14（9） 5（4） 19（13） 42.2％
Ｇ※ 33（12） 19（0） 　 10（9） 4（3） 14（12） 42.4％
Ｈ※ 29（11） 16（0） 1（0） 2（1） 10（10） 12（11） 41.3％
Ｉ※ 25（9） 14（0） 2（0） 8（8） 1（1） 9（9） 36.0％




























年代 現職の勤務年数 通勤手段 住居形態 就労経験の有無
1 50代 3年8ヶ月 公共交通 自宅 有（一般就労）
2 50代 2年 公共交通 グループホーム 有（一般就労および就労継続支援事業B型）
3 50代 9ヶ月 徒歩 自宅 有（一般就労）
4 30代 9ヶ月 公共交通 自宅 有（一般就労・家業補助）
5 20代 2年 徒歩 自宅 有（就労移行支援事業所）
6 20代 3年2ヶ月 公共交通 自宅 新卒
7 20代 3年2ヶ月 公共交通 自宅 新卒
8 10代 1年2ヶ月 公共交通 自宅 新卒





























○花植え	 （4）	 ○袋詰め	 （4）
○草むしり	 （3）	 ○野菜販売	 （2）
○会計処理	 （1）	 ○紙コップ作り	（1）
計15
○会計処理	 （3）	 ○雪かき	 （3）
○自転車整理	（2）	 ○花壇づくり	（1）
○草むしり	 （1）	 ○屋内掃除	 （1）
計11
新卒就職者
○草むしり	 （3）	 ○屋内掃除	 （3）
























































































































































































B 60代前半 男性 2年1か月 一般企業、特別支援学校教員、
工業高校教員、盲学校教員
〔教職33年〕
特別支援 1 種、小学校 2 種、高
校専修免許工業、高校デザイン

































































































































































































































した経験が語られた。今回インタビューに協力いただいた就労経験者の 1 人は、30 年以上勤めた
職場を辞めた理由を「定年（任期終了）退職ということにしておきましょうか」という不明確な
言い回しを用いた。仕事を辞めた理由は、尋ねられたからといって簡単に言えるものではなく、
心の中の負の気持ちの存在は想像に難くない。
ところで、一般就労した知的障害者の離職率は、他種障害者のそれと比較して高い（埼玉県，
2011）。厚生労働省（2014）の「“使用者による障害者虐待の状況等”の取りまとめ結果（平成25
年度分）」によれば、虐待の通報・届出の対象となった障害者中に占める知的障害者の割合は74％
に上り、身体的、性的、心理的、放置等の虐待および経済的虐待等ほとんどの分野において、知
的障害者が最も多く被害者となっている現実が報告された。
自信を喪失した知的障害者たちが再び自信を取り戻し、前向きに生活していくためには、やり
がいのある仕事と緊張せずに話ができ、一緒に働ける仲間と支援者が必要である。
インタビューに答えて下さったアドバイザーたちは、「キャンパス支援員が、自分に合っている
	6	 募集・採用時における、障害者と障害者でない人との均等な機会の確保の支障となっている事情を改善するため
の措置や、採用後における、均等な待遇の確保や障害者である労働者の有する能力の有効な発揮の支障となって
いる事情を改善するための措置のこと（厚生労働省、2014b）。	
	7	 日本福祉文化学会第24回全国大会（2013年9月、立教大学において開催）
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仕事、好きな仕事等を意思表示できることが大事」であり、就労支援室は単なる職業訓練機関で
はなく、「経験から喜びを学んでいく場」と考えている。キャンパス内での仕事の創出を常に考
え、そのために学内の部局や部署との相談や連携を継続し、キャンパス支援員たちの働く姿を通
して周囲の理解を得、生きがいを感じられる職場環境づくりに尽力してきた。アドバイザーたち
の配慮と運営の工夫は、キャンパス支援員たちの回答に確実に表れていたと言えよう。就労経験
のあるキャンパス支援員たちは、好きな仕事と苦手な仕事の両方を複数答え（表4）、就労支援室
のよいところとして「皆と一緒に仕事ができるところ」「仕事の内容を丁寧に教えてくれる」「指
示を厳しく言わない」等を挙げた。そして仕事のバリエーションを歓迎し、不安の軽減、効率の
向上、人と触れ合うことから自分が変わった気がする等の回答があった。新卒就職者たちは、「仕
事のこなし方の上達や自信がついたこと」、「大学生から声をかけられるようになったこと」等を
自分の変化として捉え、「笑いが溢れていること」や「自分の悩みを打ち明けられること」、「自由
時間があること」等がよいところと答えていた。アドバイザーたちが心がけている「話をていね
いに聞く」姿勢は、キャンパス支援員の心の安定を確実に支えていた。就労支援室が、キャンパ
ス支援員たちにとって、張り合いのある職場であることは、出勤率の高さからもうかがえる（平
成26年4月から8月の間の9名の出勤率は91.5～100％であり、平均は96.6％であった）。
筆者たちは、「キャンパス支援員」という呼称への当事者たちの感じ方を知りたいと考えた。こ
の呼称を知らない者や特に感想のない者もいたが、多くはよい名前と感じ、このままでよいと答
えている。改めて考えると、障害のある人たちは、常に支援を受ける人ではない。自分の得意な
ことや好きなことを活かして、誰かに、何かに貢献できる人たちである。「キャンパス支援」とい
う呼称は、知的障害のある人たちが大学で働き、彼らが、大学の業務の一端を支援する・できる
立場であるという意味をもつ、好ましい呼称であった。
（2）生活する力の獲得と定着
高等部を卒業する時点で、自立し自活する力を充分に身につけている者ばかりではないのが、
知的障害のある人たちの実態である。衛生管理や食事作り、コミュニケーション、他者と合意形
成する力等の社会人として必要不可欠な力は、学校教育修了後にもその課題を残していることが
多い。知的障害者にとってこれらの力は、仕事の中で、年齢も経歴等も多様な職場の仲間との活
動を通じて身につけることが望ましい。今回調査を行った就労支援室では、調理器具や食器等も
揃えてあり、ゲストを招いての昼食会やクリスマス会、保護者も参加しての忘年会等を年間行事
に組み込んでいる。役割分担や買い物、調理、準備、後片付け等を通して話し合いにおける合意
形成の努力や経験を積み、屋外仕事の区切りに汗を流すシャワータイム、昼休みの自分らしい時
間の過ごし方（漢字の学習や歌唱、ゲーム、パソコンでの情報検索、休息等）等を通じて、学校
とはちがった形での継続学習や余暇活動をキャンパス支援員たちは楽しんでいる。これらの中に
は、自然な形での機能促進効果に貢献する活動も含まれている。
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（3）新卒就職者における将来の展望
18歳で就職した新卒のキャンパス支援員の課題は、複数あると思う。前述した生活力の不十分
さに加えて、当事者たちにとって将来の職業的展望が持ちにくい現状がある。自分の適性を見極
めるためには一定の時間と試行錯誤の経験が必要であり、アドバイザーにとっては障害特性や家
庭環境の多様性のもと、就労経験者とは異なる継続的な支援の工夫が求められている。
（4）アドバイザーに求められる資質と雇用の安定
知的障害者たちは「きちんと、ていねいに話を聞いてくれる」職員を求めている（日本福祉文
化学会，2013）。相談体制の整備（厚生労働省，2014b）とは、必ずしも専門の相談業務担当者の
雇用ではなく、知的障害とその人個人を正しく理解し、彼らを尊重し、話をきちんと聴く姿勢を
もつ支援者（アドバイザー）が身近にいることが重要と考える。インタビューに協力いただいた
アドバイザー 3 人は、それぞれ得意な分野と経験を活かしながら、絶妙なチームワークを築いて
いた。男女比や年齢構成のバランスもよく、支援室全体にのびのびとした雰囲気があり、キャン
パス支援員へのきめ細かな配慮と対応の土台になっていると考えた。
緊急の課題は、若いアドバイザーの雇用条件の改善である。現在の雇用条件では、自立した生
活を営むには十分ではないことがわかった。キャンパス支援員にとって安定したよい環境とは、
アドバイザーが替わっても、着実にそれまでの土台が継続され良さが失われずに運営されていく
仕組みではないだろうか。そのためには（若い）アドバイザーが継続就労できる経済的条件の整
備が求められる。また、必要に応じて専門性を深める研修の機会提供も欠かせない。	
付記
本研究の一部は、平成26年度日本教育大学協会研究集会において、発表を予定している。
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福井大学教育地域科学部紀要（教育科学），5，2014194
引用文献
伊藤昭彦（2013）．福井大学事務局障害者就労支援室の業務内容と活動の紹介．日本福祉文化学会北陸ブロック	
福祉文化現場セミナーにおける報告．
外務省（2014）．障害者の権利に関する条約（日本語）．外務省ホームページ
厚生労働省（2013a）．最近の障害者雇用の現状と課題．職業安定局障害者雇用対策課．
厚生労働省（2013b）．障害者の就労支援対策の状況．
厚生労働省（2014a）．平成25年度「使用者による障害者虐待の状況等」の取りまとめ結果．
厚生労働省（2014b）．改正障害者雇用促進法に基づく差別禁止・合理的配慮の提供の指針の在り方に関する研究会
報告書 .
埼玉県産業労働部就業支援課（2011）．障害者離職状況調査報告書〈概要版〉．埼玉県産業労働部就業支援課．
中央教育審議会初等中等教育分科会（2013）．共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための
特別支援教育の推進（報告）．文部科学省．
内閣府（2013）．障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律．
　http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html
内閣府（2014）．平成26年度版　障害者白書（概要）．内閣府．
水内豊和ら（2014）．知的障害者の雇用促進に関する富山大学人間発達科学部と附属特別支援学校の有機的連携に
よるキャリア教育のモデルプランの開発と評価に関する研究．日本教育大学協会研究年報第 32 集，145-154．日
本教育大学協会研究年報編集委員会．
文部科学省（2014）．特別支援学校の卒業者の進路状況（平成24年度3月卒業生）．初等中等教育局特別支援教育課．
参考文献
岡本幸樹（2013a）．就労支援室で大切にしていること．福井大学事務局障害者就労支援室．
岡本幸樹（2013b）．キャンパス支援員に求めていること．平成25年12月27日付け家庭への通信．
新田真理ら（2014）．国立大学における特色ある障害者雇用の現状．富山大学人間発達科学研究実践総合センター
紀要	第7号，103-114．
日本福祉文化学会（2013）．マイノリティと現代社会．第24回全国大会報告集，20-21．日本福祉文化学会全国大会
事務局．
福井大学（2014）．国立大学法人福井大学組織図．総合戦略部門経営戦略課．
山科正寿（2014）．障害者の就労支援の推進について．特別支援教育研究No.683，54-55．東洋館出版．
石井・笠羽・島田・林：大学における知的障害者雇用の現状と課題　－当事者へのインタビュー調査を中心に－ 195
添付資料1
福井大学障害者就労支援室アドバイザー、キャンパス支援員の皆さまへ
2014年5月16日
大学院学校教育専攻担当　石井バークマン麻子
インタビュー調査へのご協力のお願い
昨年度は大学院の実践科目「特別支援教育コーディネーター実習」の一環として、大学院生 3
名の実習を受け入れていただき、ありがとうございました。3 名とも知的障害者の就労に関する
現状認識が深まるとともに、大学という場における就労の意義等について問題意識と課題を持つ
に至りました。そこで、本科目の担当者である石井バークマンとのゼミで定期的な討議と調査に
関する学習を重ね、実践研究としての取り組みを深めた上でその結果を実践研究論文あるいは実
践報告にまとめて、学内外に発信したいと考えるようになりました。ついては、貴障害者就労支
援室のキャンパス支援員ならびにアドバイザーの先生方全員に聞き取り（インタビュー）調査を
以下のとおり実施したく、お願いする次第です。
１．目的
大学における知的障害者の雇用の現状を把握するとともに、本学の障害者就労支援室を例
として大学が知的障害者を雇用することの意義と課題を明らかにするとともに、今後の望ま
しいあり方を検討（提言）する。
２．方法
全国の教育系国立大学への電話および書面での質問紙調査
本学障害者就労支援室への聞き取り調査
（ア）形式
　個別のインタビュー
（イ）担当
　⃝　キャンパス支援員へのききとり調査：島田拓也、林美夏
　⃝　アドバイザーへのききとり調査：石井バークマン麻子、笠羽涼子
（ウ）聞き取り調査の実施スケジュール
　2014年5月中旬～6月初旬の間
３．留意事項
（ア）匿名性の保持：個人情報の保護のため、文中には個人名は出しません。
（	イ）実践報告書の原稿を事前にアドバイザーの方々およびキャンパス支援員の方々に読ん
で（聞いて）いただき、同意を得た上で投稿します。
（	ウ）論文の投稿先は本学教育地域科学部紀要とし、平成26年度日本教育大学協会研究集会
での発表も視野に置いています。　
	 以上
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